
 

一
月
十
九
日
（
日
）
に
車
イ
ス
を
押
し
て
く
れ
る
人
が

い
た
の
で
汐
入
地
区
に
あ
る
三
徳
汐
入
店
に
出
掛
け
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
南
千
住
駅
（
上
野
～
土
浦
間

明
治
27
年
開
通
）

の
南
側
に
あ
る
改
札
口
は
南
側
に
あ
り
ま
す
。
改
札
口
を

出
て
右
手
に
あ
る
コ
ツ
通
り
（
江
戸
時
代
、
日
本
橋
を
起

点
と
し
た
江
戸
五
街
道
の
う
ち
の
日
光
街
道
と
奥
州
街
道

の
二
街
道
が
通
る
）
は
、
小
塚
原
縄
手
（
ま
っ
す
ぐ
に
延

び
た
道
）
と
呼
ば
れ
て
、
大
勢
の
人
が
千
住
か
ら
大
橋
を

通
り
山
谷
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
左
手
の

ガ
ー
ド
を
く
ぐ
る
と
、
旧
国
鉄
用
品
庫
の
跡

地
で
す
。
以
前
は
天
下
の
渡
辺
銀
行
が
所
有

し
て
い
た
渡
辺
倉
庫
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
国
鉄
が
用
品
庫
を
作
り
ま
し
た
。
今
は

賑
や
か
な
町
で
す
が
、
戦
前
は
夜
に
な
る
と

真
っ
暗
で
怖
く
て
歩
け
な
い
場
所
で
し
た
。

コ
ツ
通
り
は
小
売
商
が
廃
業
し
土
地
を
売

り
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
寂
れ
た
商
店
街
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
春
に
な
れ
ば
桃
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
町
で
す
。

俳
句
の
町
と
し
て
再
起
し
て
い
き
ま
す
。

今
、
コ
ツ
通
り
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
、
べ
る
ぽ
う
と

等
の
参
加
商
店
街
の
う
ち
四
つ
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と

景
品
が
も
ら
え
る
な
ぞ
か
け
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
一
月
十

八
日
～
二
月
九
日
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
月

九
日
（
日
）
11
時
〜
17
時
、
延
命
寺
（
日
比
谷
線
南
千
住

駅
南
口
）
で
「
江
戸
庶
民
文
化
を
遊
ぼ
う
」
和
太
鼓
ラ
イ

ブ
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ツ
通
り
杉
山
六
郎
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

荒
川
区
域
で
は
煉
瓦
の
原
料
と
な
る
荒
木
田
土

が
採
取
で
き
ま
し
た
。
荒
木
田
土
は
田
ん
ぼ
の

下
や
河
川
敷
な
ど
の
下
層
で
み
ら
れ
る
粘
土
質

で
す
。
土
質
と
し
て
は
腐
植
質
が
少
な
く
よ
く

粘
り
ま
す
。
以
前
、
荒
木
田
土
は
家
の
荒
壁
土

や
瓦(

か
わ
ら)

屋
根
に
多
く
用
い
ま
し
た
。

隅
田
川
の
舟
運
を
利
用
で
き
る
条
件
を
活
か

し
、
尾
久
の
石
神
、
山
本
、
広
岡
、
鈴
木
、
戸
田

等
の
工
場
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
広
岡
煉
瓦
工

場
の
跡
地
は
荒
川
遊
園
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
南
千
住
駅
ガ
ー
ド
も
煉
瓦
で
す
。
荒
川

工

業

高

校

の
塀
（
旧

千

住

製

絨

所

）
、
三

河

島

汚
水
処
理
場
、
西
日
暮
里
の
富
士
見
坂
（
諏
方

神
社
前
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

煉
瓦
は
地
震
に
脆
弱
の
た
め
、
関
東
大
震
災

後
使
わ
れ
な
く
な
り
、
煉
瓦
工
場
は
閉
鎖
さ
れ

ま
し
た
。
荒
木
田
土
は
粘
り
強
く
丸
く
角
が
な

い
の
で
、
国
技
館
の
土
俵
や
野
球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

マ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒
川
区
に
お
け
る
煉
瓦
生
産

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
先
日
（
１
月1

4

日
）
、
日

帰
り
で
福
岡
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
成
田
空
港
か
ら
ジ
ェ
ッ

ト
ス
タ
ー
に
乗
り
、
窓
か
ら
首
都
圏
の
街
や
富
士
山
の
眺
め
を
楽
し
ん
で
一
眠

り
す
る
と
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
一
新
さ
れ
た
福
岡
空
港
へ
到
着
し
ま
し
た
。

地
下
鉄
で
博
多
駅
へ
移
動
し
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
下
の
「
釜
揚
げ
牧
の
う
ど

ん
」
で
昼
食
で
す
。
こ
こ
は
、
柔
ら
か
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
博
多
う
ど
ん
の
お

店
な
の
で
す
が
、
確
か
に
、
コ
シ
の
あ
る
讃
岐
う
ど
ん
と
は
ま
た
違
っ
た
美
味

し
さ
が
あ
り
ま
す
。
出
汁
も
し
っ
か
り
し
た
味
わ
い
で
大
変
気
に
入
り
ま
し
た
。

博
多
駅
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
の
大
回
り
乗
車
の
ル
ー
ル
に
則
り
、
「
乗
り
鉄
」
の
旅

を
始
め
ま
す
。
隣
の
吉
塚
駅
で
一
旦
改
札
を
出
て
、
改
め
て
博
多
駅
ま
で
福(

ふ

く)

北(

ほ
く)

ゆ
た
か
線
・
原
田(

は
る
だ)

線
・
鹿
児
島
本
線
回
り
で
移
動
し
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
九
州
の
電
車
は
車
内
・
外
と
も
デ
ザ
イ
ン
が
個
性
的
で
、
新
鮮
な
感

じ
が
し
ま
す
。
近
郊
の
住
宅
地
を
過
ぎ
る
と
、
山
あ
い
の
風
景
に
変
わ
り
、
九

州
在
来
線
で
最
長
の
篠
栗
ト
ン
ネ
ル
へ
入
り
ま
す
。
向
こ
う
側
は
、
か
つ
て
炭

鉱
で
栄
え
た
筑
豊
地
区
で
す
。
駅
舎
工
事
中
の
桂
川(

け
い
せ
ん)

駅
で
原
田
線

に
乗
り
換
え
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
先
は
一
日
に
わ
ず
か
八
本
し
か
な
い
列
車
で

す
が
、
乗
客
も
疎
ら
で
、
国
鉄
時
代
か
ら
の
古
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
郷
愁
を

誘
い
ま
す
。
近
代
的
な
バ
イ
パ
ス
道
路
を
横
目
に
、
こ
ち
ら
は
上
り
勾
配
を
ゆ
っ

く
り
進
み
、
冷
水(

ひ
や
み
ず)

峠
を
ト
ン
ネ
ル
で
超
え
、
右
へ
左
へ
カ
ー
ブ
し

な
が
ら
下
り
、
田
園
地
帯
の
閑
散
と
し
た
筑
前
山
家(

や
ま
え)

駅
に
到
着
。
次

の
終
点
、
原
田
駅
で
乗
り
換
え
、
鹿
児
島
本
線
の
区
間
快
速
に
乗
車
す
る
と
、

み
る
み
る
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
大
都
市
の
車
窓
に
変
わ
り
、
駅
毎
に
乗
客
が
増
え

て
、
博
多
駅
に
到
着
で
す
。
最
後
に
、
「
開
運
勝
利
の
神
」
筥
崎
宮
を
お
参
り

し
て
か
ら
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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メ
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サ
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
火
曜
定
休
で
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

土
休
日
…
AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

再
起
す
る
町

今
年
の
旅
は
じ
め
は
、
福
岡
Ｌ
Ｃ
Ｃ
日
帰
り
旅

１
月
・
２
月

当
店
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
コ
ラ
ム
を
カ
ラ
ー
写
真
付
き
で
ご
覧
頂
け
ま
す

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
）
。
「
南
千
住

メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
」
で
検
索
下
さ
い
ま
せ
。


